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猪熊弦一郎の藤野疎開 
 

 

 

 

 

 

日時   2021年11 月28 日（日） 

 １３：３０～１5：00  （１３：００開場） 

会場  香川県立ミュージアム 

地下 1階  講堂 

講師  一柳友子（当館専門学芸員） 

 

  

 

 

 

 

■定員 100名 （11月 2日（火）より受付開始、申し込み順） 

＊新型コロナウイルス感染防止の観点より、社会的距離の維持のため空席を設けて実施します。 

＊来館時に検温及び手指消毒のご協力をお願いします。37.5度以上の発熱の場合は入館することができません。 

■電話、ファックス、はがき、「かがわ電子自治体システム」で下記へお申し込みください。 

＊ファックス、はがきでお申し込みの場合は、講座名、氏名、住所、電話番号を明記してください。 

＊「かがわ電子自治体システム」を利用したインターネットからのお申し込みは、香川県立ミュージアムホームページの「関連リンク」から 

「香川県 電子申請のページへ」をクリックしてください。 

＊当館では、どなたにも利用しやすい施設運営を心がけており、身体に障害のある方やご高齢の方などに安心してご利用いただけるよう、

車イスの貸出しなどを行っています（詳しい設備や対応については、当館ホームページの「バリアフリー情報」をご覧ください）。 

＊当館が行う各種イベントへの参加に当たって、合理的配慮や支援を必要とされる場合には、お申し込みの際にその旨をお知らせください。 

■お申し込み・お問い合わせ先 

 香川県立ミュージアム 学芸課 

学芸講座 

猪熊弦一郎は 1945年（昭和 20）、病気のために

手術・入院をしたあと、パリで知り合った画家仲間の

藤田嗣治に誘われて神奈川県の藤野（現・相模原市緑

区）に疎開します。相模湖のほとりの高台にある農家

を間借りした猪熊は、翌年に東京・田園調布へ戻るま

で同地に暮らします。次々に疎開してきた新制作派

協会の画家仲間と共に送った芸術家村のような生活

と、戦後の活動につづく彼らのエピソードについて、

くわしくお話しします。 

〒760-0030 高松市玉藻町５番５号   TEL （087）822-0247  FAX （087）822 -0049 

 https://www.pref.kagawa.lg.jp/kmuseum/kmuseum/ 

 

聴講者募集 

   無 料 


